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７
月
４
日
、
コ
ロ
ナ
禍
後
３

年
連
続
で
の
開
催
と
な
る
、
法

人
医
師
団
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
医
師
９
名
、
事
務
５
名
の

参
加
で
し
た
。

　
第
一
部
は
、
一
般
職
員
も
参

加
し
た
オ
ー
プ
ン
企
画
で
、

「
高
齢
者
の
栄
養
補
給
と
胃
瘻

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
岡
山
協

立
病
院  

板
野 

靖
雄
医
師
に
ご

ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
発
表
で
し

た
。

　
医
師
団
会
議
終
了
後
、
４
月

に
林
病
院
に
赴
任
し
た
、
大
塩

先
生
の
歓
迎
会
を
兼
ね
た
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
互
い

の
近
況
な
ど
話
し
合
い
な
が
ら
、

和
や
か
に
交
流
し
ま
し
た
。

（
林
友
の
会
　
事
務

　
中
川
　
俊
彦
）

講
演
頂
き
ま
し

た
。
「
胃
瘻
」

に
対
す
る
新
た

な
認
識
や
、
医

師
や
医
療
者
が

患
者
の
栄
養
状

態
を
見
て
い
く

必
要
性
な
ど
を

お
話
し
頂
き
ま

し
た
。

　
第
二
部
は
、

各
医
師
に
よ
る

話
題
提
供
。
林

法
人
が
長
年
取

り
組
ん
で
い
る

「
過
労
自
殺
に

対
す
る
取
り
組

み
」
や
依
存
症

治
療
に
お
け
る

Ｏ
Ｂ
会
の
役
割
、

疾
患
や
治
療
薬

に
つ
い
て
、
な

▲板野医師講演の質疑応答

月
26
日
（
土
）
10
時
〜
14
時
、

岡
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
サ
ポ

く
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
認
知
症

に
つ
い
て
学
び
、
地
域
で
支
え

合
う
大
切
さ
を
考
え
る
催
し
で
、

今
年
も
ひ
だ
ま
り
の
里
病
院
と

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
の

家
が
出
展
し
ま
す
。

　
今
回
は
「
新
し
い
認
知
症
観

が
見
え
る
。
当
事
者
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
、
７
月
８
日
に
打
合
せ
会

議
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
徴
的

な
の
は
、
認
知
症
の
あ
る
方
ご

本
人
が
会
議
の
段
階
か
ら
参
加

さ
れ
て
い
る
事
で
す
。
支
援
す

る
側
が
一
方
的
に
企
画
を
決
め

る
の
で
は
な
く
、
ご
本
人
の

「
で
き
る
こ
と
」
「
や
り
た
い

▲会議の様子

岡山ひだまりの里病院

サポくま準備稼働中
～会議を開催～

こ
と
」
を

出
発
点
に

イ
ベ
ン
ト

を
作
り
上

げ
て
い
く

―
―

そ
こ

に
こ
そ
今

回
の
会
議

の
意
義
が

あ
り
ま
す
。

　
会
議
で

は
「
地
域

の
認
知
症

カ
フ
ェ
に

参
加
さ
れ

て
い
る
方

に
も
協
力

　
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

で
あ
る
９
月
に
あ
わ
せ
て
、
９

し
て
も
ら
お
う
」
「
今
年
は
ウ

ェ
イ
ト
レ
ス
に
挑
戦
し
て
み
た

い
」
「
私
に
で
き
る
こ
と
な
ら

何
で
も
や
り
ま
す
。
お
客
さ
ん

に
会
え
る
の
が
楽
し
み
」
と
い

っ
た
声
が
次
々
と
上
が
り
、
和

お知らせ

減らされた生活保護費の追加給付について
　
　2013年８月に行われた生活保護費の生活扶助基準改定による引き下
げが、2025年の最高裁判所判決によって違法と判断されました。
　それを受け、2013年８月以降生活保護を利用していた方には追加給
付されることになりました。
　ただし、以前は生活保護を利用していたが、現在は利用していない方
は保護を利用していた自治体への申請が必要です。
　不明なことは、国が設置している「相談センター」（下記）にお問い
合わせ下さい。

フリーダイヤル 0120－179－445（平日９時～17時）

　また、周りの方で対象の方がおられましたらお声かけしてあげて下さい

法
人
医
師
団
会
議
を
開
催

特設ＨＰの
ＱＲコード

や
か
な
が
ら
も
前
向
き
な
雰
囲

気
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
事
者
の
言
葉
か
ら
企

画
が
具
体
化
し
て
い
く
過
程
は
、

ま
さ
に
「
当
事
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

を
体
現
す
る
も
の
で
し
た
。

　
現
在
は
カ
フ
ェ
、
野
菜
販
売
、

展
示
な
ど
の
準
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。
当
日
は
ぜ
ひ
会
場
に
足

を
運
び
、
皆
さ
ん
が
輝
く
姿
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
ひ
だ
ま
り
の
家
　
施
設
長

大
井
　
宣
子
）
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パズル当選おめでとうパズル当選おめでとう
▼森山　信之

▼赤嶺　　勝

▼藤内　典子

▼中岡　　誠

▼Gato

（敬称略）

声●
職
場
の
健
康
診
断
を
き
っ
か

け
に
毎
日
体
重
計
に
乗
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
の

変
化
を
数
値
で
見
る
こ
と
は
励

み
に
な
り
ま
す
。（
お
め
で
鯛
）

●
私
の
母
は
、
七
月
末
に
百
歳

を
迎
え
ま
し
た
。
人
生
百
年
時

代
と
言
わ
れ
る
今
日
で
す
が
、

本
当
に
そ
れ
が
実
現
し
た
の
で

す
。
認
知
症
で
実
家
近
く
の
施

設
に
入
所
し
て
い
る
の
で
す
が
、

ほ
ぼ
介
助
な
し
に
自
分
の
足
で

歩
き
、
よ
く
食
べ
、
い
つ
も
手

を
合
わ
せ
て
「
す
み
ま
せ
ん
、

あ
り
が
と
う
」
が
口
癖
の
母
。

私
は
ど
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

な
る
の
か
し
ら
？
二
ヶ
月
毎
に

大
分
に
帰
省
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
藤
内
典
子
）

●
夏
野
菜
を
使
っ
て
料
理
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
き
ゅ
う
り
、

ナ
ス
、
オ
ク
ラ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ゴ
ー
ヤ
。
基
本
的
に
は
調
味
料

を
使
っ
て
い
て
、
加
工
品
の
よ

う
な
濃
い
味
付
け
で
は
な
く
、

素
材
の
味
が
美
味
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
　
　（
井
原
誠
司
）

●
先
日
、
和
気
地
域
で
あ
っ
た

「
東
備
地
域
精
神
保
健
セ
ミ
ナ

ー
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
の
一
つ

は
、
学
校
で
精
神
の
病
気
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
諸
外
国
に
比

べ
日
本
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、

精
神
疾
患
を
持
っ
た
方
が
苦
し

い
生
活
の
中
で
〝
人
と
の
つ
な

が
り
〞
で
前
向
き
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
良
い
話
が
聞

け
た
こ
と
で
し
た
。（
Ｎ
・
Ｎ
）

●
最
近
は
、
海
で
泳
ぐ
こ
と
が

敬
遠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
海

水
浴
場
を
閉
鎖
し
た
り
す
る
と

こ
ろ
も
で
て
い
る
よ
う
で
す
。

世
の
中
、
変
わ
る
も
の
で
す
ね
。

私
た
ち
の
子
供
の
頃
は
、
夏
休

み
は
毎
日
の
よ
う
に
夜
に
も
泳

ぎ
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
近
く

の
八
百
屋
で
青
り
ん
ご
を
１
個

買
っ
て
行
き
ま
し
た
。

（
禰
屋
祐
司
）

●
七
月
に
旭
東
小
学
校
の
４
年

生
に
向
け
て
、
認
知
症
の
理
解

を
進
め
る
授
業
の
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
く
ら

ら
、
旭
東
愛
育
委
員
会
の
共
同

の
取
り
組
み
で
３
年
目
で
す
。

こ
う
い
う
授
業
は
、
と
て
も
有

意
義
だ
と
思
い
ま
す
。
広
が
っ

て
欲
し
い
で
す
。（
崎
本
敏
子
）

●
今
年
は
異
常
に
暑
い
夏
で
す
。

毎
日
の
倉
安
川
桜
並
木
の
ご
み

取
り
も
汗
だ
く
に
な
り
ま
す
。

蛍
が
飛
ぶ
川
を
夢
み
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　（
赤
嶺
勝
）

●
小
学
２
年
生
の
時
の
担
任
、

Ｋ
先
生
。
鍵
っ
子
で
一
人
っ
子

の
私
を
何
か
と
気
に
掛
け
て
く

れ
ま
し
た
。
厳
し
い
先
生
で
し

た
が
、
読
書
感
想
文
を
褒
め
て

下
さ
っ
た
り
、
絵
も
何
度
か
入

選
し
た
り
。
勉
強
が
苦
手
で
、

大
し
た
特
技
も
な
か
っ
た
私
が

グ
レ
た
り
し
な
か
っ
た
の
は
、

先
生
が
あ
な
た
は
出
来
る
子
な

ん
だ
よ
と
温
か
く
見
守
っ
て
く

れ
た
お
蔭
だ
と
思
っ
て
ま
す
。

40
年
以
上
前
の
思
い
出
で
す
が
、

も
し
今
も
元
気
に
さ
れ
て
た
ら
、

会
っ
て
お
礼
を
言
い
た
い
で
す
。

（
Ｇ
ａ
ｔ
ｏ
）

●
自
分
だ
け
で
は
行
か
な
い
海

水
浴
、
孫
に
誘
わ
れ
た
ら
行
く

か
も
し
れ
な
い
と
自
問
自
答
し

て
お
り
ま
す
。
　（
三
宅
敏
広
）

●
20
日
以
上
晴
天
続
き
で
、
雨

が
降
ら
ず
困
っ
て
い
ま
す
。
あ

き
た
こ
ま
ち
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

稲
穂
が
水
を
ほ
し
が
っ
て
い
ま

す
。
畑
の
野
菜
も
枯
れ
る
寸
前

で
す
。
８
月
６
日
。

（
や
っ
ち
ゃ
ん
）

（
写
真
は
林
病
院
デ
イ
ケ
ア
通

所
者
の
作
品
で
す
）

北　山

電話相談
電話：086-272-2957（林友の会）

平日８：30～17：00

生活相談・法律相談・家族相談

各相談は、林友の会事務局員が
事前にお話を伺い、

相談員へお取次ぎします。

氏平みほ子（県　議）
森脇ひさき（県　議）
林　　　潤（市　議）
石田　正也（弁護士）
則武　　透（弁護士）
家 族 会 役 員

相談員

認知症専門病院
岡山ひだまり
の 里 病 院
外来診療表

火

水

木

金

月 本　田

本　田

藤　田

藤　田

岡　本
9：00～12：30

電話で予約して
ご来院下さい
☎（086）267-2011
認知症デイケア
（月）～（土）
9：30～15：30

●入院のご相談は
代表（086）272-8811
　へお電話ください。
入院担当看護師へ　
　　おつなぎします。
夜間・休日も　　　
　対応しております。

もの忘れ外来
（月）午前

9：00～12：30

重度認知症デイケア
（月）～（土）
9：30～15：30

デイケア
（月）～（土）
9：00～15：00

ナイトケア
（月）～（土）
16：00～20：00

林病院　けやき外来診療表 （2026.9.1～）

第509号
の答 カ イ ス イ ヨ ク

※１土曜日の医師体制は、隔週毎になります。 ※２月曜日の廣中医師は、第１・第３・第５週になります。

午前診療時間　 ９：00～12：30（受付時間 ８：30～12：00）
午後診療時間　14：00～17：00（受付時間14：00～16：30）
初診の方は、あらかじめ電話でご予約ください。

TEL086-272-8570（けやき外来直通）　TEL086-272-8811（林病院代表）
林財団ホームページ　http://www.hayashi-dorin.or.jp/

午
前

月

北　山

吉　井

尾　原

中　村

国　吉

藤　本

原
廣　中
※2

吉　井

林

大　塩

アルコール依存症外来

前　田

三　村

午
後 休診 休診

吉　井

大　塩岡　本

前　田

藤　本

吉　井

原 吉　井

清　光

林

吉　井

尾　原 北　山

廣　中 林

火 水 木 金 土　※1

三 村
中 村
前 田

林
清 光
北 山
藤 本アルコール依存症外来

　クロスワードを解き、二重枠に入った文
字を並べてできる言葉をハガキかメールで
お送りください。住所、氏名、紙面や友の
会活動に対するご意見・ご感想をお書きく
ださい。お名前の掲載ができない方はペン
ネームか匿名希望とご記入ください。抽選
で５名の方に図書カードを差し上げます。
応募締切：９ 月11日

宛先：〒703-8520　岡山市中区浜472
　　　林友の会「心のひろば」編集部
　　　hamawww@po.harenet.ne.jp
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１１

５５

２２ ３３ ４４

AA

８８７７

９９ 1010

CCDD

BB

クロスワードパズル●⬇タテのカギ ●➡ヨコのカギ
②店の名前や商品、絵などを目立
つように大きくかかげた物。

③場所を移し変えること。
④持っている物。所持品。所有物。
⑤うそや偽りのない心。
⑥世の中のありさま。社会の風潮。
⑧昆虫やヘビなどが脱皮した後の
殻。

⑨軽くやわらかくて、びんの栓な
どに使われる木の皮。

⑩繊維・針金などを長くより合わ
せた物。ロープ。

⑪粘土を焼成して作った素焼きの
容器。

⑬空き地などに生える、葉の細い
草。

①二つ以上のものを比べること。
⑤窓を通して、品物やお金などを
出したり入れたりする所。
⑥スポーツの選手が背中につける
番号。
⑦利益を失うこと。また、失った
もの。
⑧糸をたて・横に組み合わせて織
ったもの。
⑨ゆでてつぶしたジャガイモ・ひ
き肉などを混ぜて丸め、パン粉
を付けて油であげた料理。
⑪アメリカ・カナダなどのお金の
単位。
⑫流すこと。洗い水などを流す所。
⑭池や田んぼに浮かぶ水草。
⑮雌の馬と雄のロバの合いの子。

※

二
重
ワ
ク
に
入
っ
た
文
字
を
並
べ
て

　
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
？

AA

BB

CC

DD

EE

６６

　　　


